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 １ 

全
国
安
全
週
間
の
実
施 

 
 

 

「
危
険
に
気
付
く
あ
な
た
の
目 

そ
し
て
摘
み
取
る
危
険
の
芽 

み
ん
な
で

築
く
職
場
の
安
全
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今
年
で
97
回
目
と
な
る
全
国
安

全
週
間
が
７
月
１
日
～
７
日
（
準
備
期
間
：
６
月
１
日
～
30
日
）
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。 

 

全
国
安
全
週
間
は
、
厚
生
労
働
省
と
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
の
主
唱
に
よ

り
、
「
人
命
尊
重
」
と
い
う
崇
高
な
基
本
理
念
に
基
づ
き
「
労
働
災
害
を
防
止

す
る
た
め
に
産
業
界
で
の
自
主
的
な
活
動
の
推
進
と
、
職
場
で
の
安
全
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
高
め
、
安
全
を
維
持
す
る
活
動
の
定
着
」
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
各
事
業
場
で
は
、
労
使
が
協
調
し
て
労
働
災
害
防
止
対
策
を
展
開

し
、
こ
の
努
力
に
よ
り
労
働
災
害
は
長
期
的
に
は
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、
令

和
５
年
の
労
働
災
害
を
見
る
と
、
死
亡
災
害
は
集
計
開
始
以
降
最
少
と
な
っ
た

昨
年
を
下
回
る
見
込
み
で
あ
る
も
の
の
、
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
前
年

を
上
回
る
見
込
み
で
あ
り
、
近
年
の
増
加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
転
倒
や
腰
痛
と
い
っ
た
労
働
者
の
作
業
行
動
に
起

因
す
る
死
傷
災
害
が
増
加
し
続
け
て
お
り
、
墜
落
・
転
落
な
ど
の
死
亡
災
害
も

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
労
働
災
害
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
安
全
な
職
場
環
境
を
築
く

た
め
に
は
、
令
和
５
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第
14
次
労
働
災
害
防
止
計
画
を
着

実
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
計
画
年
次
２
年
目
と
な
る
令
和
６
年
度

に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
労
使
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

 

各
協
会
及
び
会
員
の
皆
様
に
は
、
労
働
安
全
の
確
保
、
特
に
重
大
災
害
の
絶

滅
に
努
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
に
お
け
る
国
有
林
野

事
業
の
森
林
土
木
工
事
に
お
い
て
は
工
事
現
場
内
で
の
直
接
的
な
災
害
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
治
山
工
事
に
お
い
て
移
送
中
の
ク
レ
ー
ン
車
が
資
材
運
搬
路
か

ら
転
落
し
運
転
手
が
死
亡
す
る
と
い
う
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
休
業

４
日
以
上
の
労
働
災
害
は
依
然
と
し
て
多
く
発
生
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況

は
令
和
元
年
に
１
件
、
令
和
３
年
に
２
件
、
令
和
５
年
に
１
件
の
重
大
災
害
が

発
生
し
た
状
況
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
状
況
と
も
言
え
ま
す
。 

林
土
連
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
「
労
働
災
害
防
止
、
特
に
重
大
災
害

発
生
ゼ
ロ
へ
の
取
組
」
を
今
年
度
の
事
業
計
画
の
重
点
事
項
に
位
置
付
け
、
労

働
災
害
防
止
研
修
会
や
安
全
点
検
・
安
全
指
導
の
実
施
な
ど
を
内
容
と
す
る

「
令
和
６
年
度
技
術
・
安
全
対
策
実
施
方
針
」
を
、
林
土
連
技
術
・
安
全
委
員

会
に
お
い
て
決
定
し
、
取
組
の
強
化
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
の
中
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
全
国
安
全
週
間
を
前
に
、
本
紙
で
の
安

全
特
集
や
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
、
労
働
安
全
対
策
の
啓
発
を
図
っ

て
い
く
こ
と
も
折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

各
協
会
及
び
会
員
企
業
に
お
い
て
も
、
全
国
安
全
週
間
を
労
働
安
全
衛
生
確

保
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
す
る
契
機
と
し
、
安
全
で
快
適
な
職
場
づ

く
り
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

  

労
働
安
全
対
策
の
推
進 

２ 
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２ 

労
働
災
害
の
発
生
状
況 

 

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
令
和
５
年
（
１
月
～
12
月
）
に
は
13
万
３

１
６
９
人
の
業
務
上
の
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
（
休
業
４
日
以
上
）
が
発
生

し
、
こ
の
中
で
７
２
５
人
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。 

                   

労
働
災
害
発
生
件
数
の
推
移
（
図―

１
）
を
見
る
と
、
現
在
と
同
じ
統
計
手

法
が
採
用
さ
れ
た
昭
和
57
年
に
は
約
29
万
人
の
死
傷
者
が
発
生
し
、
う
ち
２
６

７
４
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、
人
命
尊
重
と
労
働
安
全
意
識
の
定
着
、
労
働

災
害
防
止
対
策
の
進
展
に
よ
っ
て
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
死
亡
者
数
は
１
０
０
０
～

７
０
０
人
程
度
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
死
傷
者
数
は
平
成
24
年
に
は

12
万
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
13
万
人
を
超
え
る
規
模
へ
と
微
増

傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
令
和
５
年
の
死
傷
災
害
者
数
を
業
種
別
（
図―

２
）
に
見
る
と
、
第
三

次
産
業
が
最
も
多
く
、
次
い
で
製
造
業
、
運
送
業
と
続
き
、
建
設
業
は
４
番
目

の
１
万
４
２
１
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

              

３ 
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死
亡
災
害
者
数
を
業
種
別
（
図―

３
）
に
見
る
と
、
建
設
業
が
最
多
の
２
１

２
人
で
第
三
次
産
業
、
製
造
業
、
運
送
業
な
ど
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

                 

建
設
業
は
、
製
造
業
な
ど
と
比
べ
る
と
労
働
災
害
が
発
生
し
や
す
い
業
種
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
幸
に
し
て
労
働
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
結
果
は

重
大
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
労
働
災
害
統
計

の
指
標
で
あ
る
度
数
率
や
労
働
損
失
日
数
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

            

建
設
業
に
お
い
て
重
大
災
害
が
発
生
し
や
す
い
の
は
、 

 

① 

自
然
環
境
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と 

 

② 
 

重
量
物
を
扱
う
作
業
が
多
い
こ
と 

 

③ 
 

高
所
作
業
や
地
山
掘
削
な
ど
の
危
険
な
作
業
が
あ
る
こ
と 

 

④ 
 

高
出
力
で
重
量
の
あ
る
建
設
機
械
を
用
い
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 

な
ど
の
建
設
業
の
持
っ
て
い
る
特
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 

加
え
て
森
林
土
木
工
事
で
は
、
雨
や
強
風
、
雷
、
雪
、
害
虫
な
ど
自
然
条
件

等
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
ほ
か
、
不
安
定
な
急
傾
斜
地
で
の
作
業
が
多

い
な
ど
、
よ
り
悪
条
件
が
重
な
る
の
で
更
に
重
大
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま

る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ど
の
よ
う
な
状
況
で
労
働
災
害
が
発
生
し
た
の
か
と
い
う
類
型
を
見
る
と
、

全
産
業
（
図―
４
）
で
最
も
多
い
の
は
「
転
倒
」
の
２
６
．
６
％
と
な
っ
て
お

４ 
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り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
一
方
で
建
設
業
（
図―

５
）
に
お
い
て
は
「
転
倒
」
は

１
１
．
１
％
と
低
く
、
墜
落
・
転
落
が
３
１
．
７
％
と
他
の
類
型
と
比
較
し
て

突
出
し
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
建
設
工
事
の
労
働
環
境
が
他
の
産

業
の
労
働
環
境
に
比
べ
て
足
場
や
高
所
で
の
作
業
頻
度
が
高
い
こ
と
な
ど
が
原

因
で
あ
り
、
建
設
業
に
お
い
て
は
こ
の
「
墜
落
・
転
落
」
を
い
か
に
防
ぐ
か
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

              

な
お
、
全
産
業
で
最
も
多
い
「
転
倒
」
の
理
由
は 

（1）
高
齢
化
（
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
歩
行
、
バ
ラ
ン
ス
、
筋
力 

な
ど
の
運
動
機
能
が
減
少
し
転
倒
リ
ス
ク
が
高
ま
る
） 

（2）
病
気
や
薬
の
影
響
（
脳
神
経
機
能
や
感
覚
機
能
、
循
環
器
系
な
ど
に
関
連
す

る
病
気
や
障
害
、
ま
た
は
薬
の
服
用
が
転
倒
の
原
因
） 

(3)
運
動
不
足
（
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
を
低
下
さ
せ
、
転
倒
リ
ス
ク
を
増
加
） 

な
ど
の
複
数
の
要
因
に
よ
る
も
の
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。 

転
倒
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
多
い
事
故
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
東
京

消
防
庁
の
救
急
搬
送
デ
ー
タ
に
よ
る
と
総
件
数
13
万
９
７
１
０
件
の
う
ち
、
約

６
割
が
転
倒
に
よ
る
も
の
と
分
析
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
別
に
み
て
も
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
40
歳
代
以
上
に
お
い
て
も
増
加

傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

労
働
環
境
に
お
い
て
は
、
転
倒
が
初
期
要
因
と
な
っ
て
墜
落
・
転
落
事
故
に

つ
な
が
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
高
齢
の
作
業
者
が
多
い
工
事
現
場
で

は
転
倒
予
防
に
も
適
切
な
対
策
が
必
要
で
す
。
適
切
な
足
場
の
設
置
と
点
検
、

作
業
員
の
適
切
な
教
育
と
訓
練
、
適
切
な
衣
服
や
靴
の
着
用
、
危
険
箇
所
の
警

告
表
示
、
作
業
現
場
の
整
理
と
清
掃
な
ど
の
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か

り
押
さ
え
て
転
倒
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。 

  

３ 

労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら 

  

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
事
業
者
は
「
労
働
災
害
の
防
止
の
た
め
の
最
低
基

準
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
快
適
な
職
場
環
境
の
実
現
と
労
働
条
件
の
改
善
を
通

じ
て
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
事
業
者
の
責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。 

不
幸
に
し
て
労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
労
働
安
全
衛
生
法
や

建
設
業
法
等
の
行
政
法
上
の
責
任
に
と
ど
ま
ら
ず
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
等
の

刑
法
や
損
害
賠
償
等
の
民
法
上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

５ 
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こ
の
た
め
、
労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
た
企
業
は
、
発
注
者
や
行
政
庁
へ
の
適

切
な
報
告
や
調
査
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
行
政
庁
か
ら
修
正
措
置
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
労
働
者
や
そ
の
家
族
と
の
調
整
や
補
償
な

ど
も
事
業
者
の
責
務
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
法
的
な
責
任
以
外
に
も
、
労
働
災
害
発
生
に
よ
る
事
業
停
止
に
よ

る
損
失
や
企
業
の
社
会
的
信
用
の
失
墜
、
さ
ら
に
は
刑
事
事
件
や
民
事
訴
訟
な

ど
に
至
っ
た
場
合
の
社
会
的
評
価
の
低
下
は
看
過
で
き
な
い
問
題
と
な
り
ま
す
。 

近
年
で
は
、
使
用
者
に
対
し
安
全
配
慮
義
務
の
徹
底
や
労
働
災
害
に
関
す
る

行
政
処
分
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
賠
償
等
の
強
化
も
み
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
こ
と
は
「
企
業
は
労
働
災
害
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
社
会

的
な
要
求
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
企
業
に
と
っ
て
の
安
全
確
保
は
、
企
業
本
来

の
生
産
活
動
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
重
要
な
責
務
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
者
に
は
積
極
的
な
安
全
対
策
と
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

 

４ 

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
状
況 

  

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
最
近
10
年
間
の
請
負
事
業
・
立
木
販
売
等
に
お
け

る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
図―

６
、
７
に
示
し
ま
す
。 

こ
の
10
年
の
労
働
災
害
は
減
少
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
令
和
５
年
度
（
４

月
～
３
月
）
を
見
る
と
、
素
材
生
産
事
業
で
３
件
、
治
山
事
業
で
１
件
の
重
大

災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
前
年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
業
４
日
以

上
の
労
働
災
害
で
は
令
和
５
年
度
で
は
全
体
で
78
件
発
生
し
、
こ
の
う
ち
治
山

事
業
で
10
件
、
林
道
事
業
で
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
休
業
４
日
以
上
の
労
働

災
害
に
お
い
て
も
、
令
和
３
年
度
か
ら
微
増
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

                     

 

 

６ 

図－６ 請負事業等における重大災害の発生状況（Ｈ26～Ｒ５年度の 10 年間） 

（出典：林野庁資料） 
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類
似
災
害
の
防
止
の
観
点
か
ら
、
令
和
５
年
度
に
発
生
し
た
４
件
の
重
大
災

害
事
例
を
次
に
示
し
ま
す
。 

事
例
１
、
事
例
３
、
事
例
４
は
素
材
生
産
事
業
（
保
育
間
伐
活
用
型
）
に
お

い
て
起
き
た
重
大
災
害
、
事
例
２
は
治
山
事
業
に
お
い
て
起
き
た
重
大
災
害
の

事
例
で
す
。 

                   

事
例
１ 

７
月
１
３
日
（
木
）
素
材
生
産
事
業
（
保
育
間
伐
活
用
型
） 

（
伐
倒
作
業
中
、
枯
損
木
の
折
損
に
よ
り
受
災
） 

 

 

当
日
、
被
災
者
（
伐
倒
作
業
）
は
、
同
僚
５
名
（
同
僚
Ａ
：
伐
倒
作
業
、
同
僚

Ｂ
：
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
森
林
作
業
道
作
設
、
同
僚
Ｃ
：
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る

集
材
作
業
、
同
僚
Ｄ
：
土
場
検
知
作
業
、
同
僚
Ｅ
（
現
場
代
理
人
）：
ハ
ー
ベ
ス

タ
に
よ
る
造
材
作
業
）
と
間
伐
作
業
に
従
事
し
て
い
た
。 

 

被
災
者
は
８
時
頃
か
ら
同
僚
Ａ
と
伐
倒
作
業
を
開
始
し
た
。
土
場
で
作
業
を

行
っ
て
い
た
同
僚
Ｄ
は
同
僚
Ａ
の
現
場
教
育
の
た
め
、
同
僚
Ａ
の
作
業
現
場
に

向
か
い
、
９
時
15
分
頃
到
着
す
る
。 

 

９
時
頃
か
ら
被
災
者
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
音
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
の
で
、
同

僚
Ａ
と
Ｄ
は
何
か
あ
っ
た
と
思
い
被
災
者
の
作
業
場
所
へ
探
し
に
行
っ
た
。 

 

９
時
50
分
頃
、
同
僚
Ａ
と
Ｄ
は
メ
ジ
ロ
カ
バ
の
枯
損
木
の
近
く
で
体
の
左
側

を
上
に
横
向
き
に
倒
れ
て
い
る
被
災
者
を
発
見
し
た
。
被
災
者
は
、
呼
吸
は
し

て
い
た
が
意
識
は
な
か
っ
た
（
翌
日
死
亡
、
死
因
：
頭
蓋
内
損
傷
）
。 

 

周
囲
の
状
況
か
ら
、
被
災
者
は
ト
ド
マ
ツ
（
胸
高
直
径
約
28
㎝
、
長
さ
約
22

ｍ
）
を
伐
倒
し
た
と
こ
ろ
、
つ
る
が
絡
ん
で
い
た
メ
ジ
ロ
カ
バ
の
枯
損
木
（
胸

高
直
径
約
26
㎝
、
長
さ
約
15
ｍ
）
が
何
ら
か
の
原
因
で
地
際
か
ら
約
５
ｍ
の
箇 

７ 

図－７ 請負事業等における休業４日以上の労働災害（重大災害を含む） 
（Ｈ26～Ｒ５年度の 10 年間） 

（出典：林野庁資料） 
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事
例
２ 

８
月
21
日
（
月
）
治
山
事
業
（
ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン
車
自
走
） 

（
ク
レ
ー
ン
車
の
自
走
中
、
資
材
運
搬
路
か
ら
転
落
し
受
災
） 

 

 

当
日
、
被
災
者
は
、
お
盆
休
暇
明
け
の
初
日
だ
っ
た
た
め
ク
レ
ー
ン
車
の
自
走

に
よ
り
勤
務
会
社
か
ら
事
業
現
場
へ
向
か
っ
て
い
た
。 

 

（
７
時
30
分
頃
、
災
害
発
生
箇
所
約
４
０
０
ｍ
手
前
の
他
事
業
現
場
事
務
所
に

い
た
別
会
社
の
作
業
員
が
、
現
場
事
務
所
前
を
ク
レ
ー
ン
車
が
通
過
し
た
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
） 

 

８
時
30
分
頃
、
元
請
の
作
業
員
が
事
業
現
場
に
向
か
う
途
中
、
ク
レ
ー
ン
車
が

谷
に
転
落
し
て
い
る
の
を
発
見
し
、
現
場
に
行
く
と
被
災
者
が
ク
レ
ー
ン
車
近
く

に
投
げ
出
さ
れ
た
状
態
で
倒
れ
て
い
た
（
な
お
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
装
着
に
つ
い

て
は
、
労
働
基
準
監
督
署
に
確
認
し
た
が
不
明
と
の
こ
と
。
）
。 

 

被
災
者
は
呼
び
か
け
に
応
じ
ず
、
ま
た
脈
拍
も
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
平

坦
な
場
所
に
移
動
さ
せ
心
肺
蘇
生
措
置
を
行
っ
た
後
、
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
。
病

院
へ
到
着
後
、
被
災
者
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
（
死
因
：
胸
部
圧
迫
）
。 

 

現
場
タ
イ
ヤ
痕
等
の
周
囲
の
状
況
か
ら
、
被
災
者
は
、
資
材
運
搬
路
を
走
行
中

に
何
ら
か
の
原
因
で
谷
側
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
後
の
タ
イ
ヤ

が
路
肩
か
ら
脱
輪
し
資
材
運
搬
路
か
ら
斜
長
約
30
ｍ
下
の
谷
（
傾
斜
約
45
度
）
に

転
落
し
被
災
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

事
例
３ 

11
月
27
日
（
月
）
素
材
生
産
事
業
（
保
育
間
伐
活
用
型
） 

（
荷
掛
作
業
中
、
伐
倒
木
が
直
撃
し
受
災
） 

 

 

当
日
、
被
災
者
（
荷
掛
）
は
、
同
僚
６
名
（
同
僚
Ａ
：
伐
倒
手
、
同
僚
Ｂ
：

枝
払
手
、
同
僚
Ｃ
：
グ
ラ
ッ
プ
ル
集
材
、
同
僚
Ｄ
：
バ
ッ
ク
ホ
ウ
集
材
路
補
修
、

同
僚
Ｅ
：
フ
ォ
ワ
ー
ダ
運
材
、
現
場
代
理
人
Ｆ
：
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る
低
質
材

巻
立
）
と
間
伐
作
業
に
従
事
し
て
い
た
。 

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
、
被
災
者
と
同
僚
Ｂ
、
同
僚
Ｃ
は
集
積
箇
所
付
近
で
一
昨

日
に
伐
倒
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
カ
ラ
マ
ツ
の
集
材
、
枝
払
い
を
開
始
し
、

同
僚
Ａ
は
被
災
者
及
び
同
僚
Ｂ
、
同
僚
Ｃ
と
の
安
全
な
距
離
を
確
保
で
き
る
斜

面
に
お
い
て
伐
採
を
開
始
し
た
。 

 

そ
の
後
、
同
僚
Ａ
は
同
僚
Ｃ
か
ら
の
無
線
指
示
を
受
け
次
の
伐
採
木
の
列
（
集

積
箇
所
か
ら
約
50
ｍ
離
れ
た
搬
出
路
の
上
方
斜
面
）
に
移
動
し
た
。
同
僚
Ｃ
は
、

搬
出
路
か
ら
集
積
箇
所
の
下
方
斜
面
に
い
る
被
災
者
に
対
し
「
同
僚
Ａ
に
こ
っ

ち
の
列
を
伐
倒
さ
せ
る
か
ら
」
と
呼
び
掛
け
て
伝
え
た
と
こ
ろ
返
事
は
な
か
っ

た
が
、
被
災
者
は
同
僚
Ａ
の
方
向
を
見
て
い
た
。（
被
災
者
に
携
帯
無
線
機
は
貸

与
さ
れ
て
い
た
が
、
作
業
時
は
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
。
） 

 

同
僚
Ａ
は
、
目
視
で
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
て
（
被
災
者
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
）
、
カ
ラ
マ
ツ
を
２
列
８
本
伐
倒
し
休
憩
に
入
っ
た
。
（
同
僚
Ａ
は
、
被
災

者
が
同
僚
Ｂ
と
同
僚
Ｃ
と
と
も
に
安
全
に
退
避
し
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い

た
。
ま
た
、
伐
倒
の
際
、
笛
で
の
合
図
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
） 

 

同
僚
Ｃ
は
、
同
僚
Ａ
と
同
僚
Ｂ
に
無
線
機
で
集
材
作
業
の
開
始
を
伝
え
、
被

災
者
に
は
声
を
掛
け
ず
に
カ
ラ
マ
ツ
８
本
を
集
材
場
所
ま
で
移
動
し
た
後
休
憩 

８ 

所
で
折
損
し
、
枯
損
木
の
折
損
部
（
元
口
径
約
20
㎝
、
長
さ
約
2.5
ｍ
）
が
被
災
者

の
頭
部
に
当
た
り
受
災
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
枯
損
木
に
絡
ん
で
い
た
つ
る

が
伐
倒
木
に
絡
ん
で
い
た
か
は
断
定
で
き
な
い
。
）
。 
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を
と
っ
た
。 

休
憩
を
終
え
た
同
僚
Ｃ
が
奥
の
列
に
移
動
す
る
た
め
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
進
め
た

と
こ
ろ
、
倒
れ
て
い
る
被
災
者
を
発
見
し
た
。
被
災
者
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
割
れ

頭
部
か
ら
出
血
し
て
い
る
（
呼
吸
も
止
ま
っ
て
い
た
）
状
態
だ
っ
た
。
（
死
因
：

脳
挫
傷
） 

 

周
囲
の
状
況
か
ら
、
被
災
者
は
同
僚
Ａ
が
伐
倒
を
行
う
こ
と
を
理
解
し
て
い

た
が
、
自
分
の
と
こ
ろ
ま
で
は
届
か
な
い
と
判
断
し
、
奥
に
あ
る
次
の
作
業
箇

所
ま
で
移
動
を
開
始
し
た
。
同
僚
Ａ
が
最
初
に
伐
倒
し
た
木
（
カ
ラ
マ
ツ
：
伐
根

径
：
30
㎝
、
樹
高
22
ｍ
）
が
予
定
方
向
に
倒
れ
た
際
に
、
伐
倒
木
が
被
災
者
の

頭
部
を
直
撃
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

事
例
４ 

11
月
28
日
（
火
）
素
材
生
産
事
業
（
保
育
間
伐
活
用
型
） 

 
 

 
 

（
伐
倒
作
業
中
、
何
ら
か
の
原
因
で
胸
部
を
強
く
打
ち
受
災
） 

 

当
日
、
被
災
者
は
、
ス
ギ
人
工
林
（
63
年
生
）
に
お
い
て
、
同
僚
３
名
（
被

災
者
（
伐
倒
）
、
同
僚
Ａ
（
集
材
及
び
同
僚
Ｂ
の
造
材
箇
所
へ
の
運
材
）
、
同
僚
Ｂ

（
プ
ロ
セ
ッ
サ
造
材
）
、
同
僚
Ｃ
（
フ
ォ
ワ
ー
ダ
運
材
）
）
と
保
育
間
伐
（
活
用

型
）
の
伐
木
造
材
作
業
に
従
事
し
て
い
た
。 

被
災
者
は
、
午
後
か
ら
森
林
作
業
道
の
下
側
傾
斜
約
30
度
に
あ
る
ス
ギ
３
本

（
ス
ギ
Ａ
・
伐
根
62
㎝
、
ス
ギ
Ｂ
・
伐
根
46
㎝
、
ス
ギ
Ｃ
・
伐
根
52
㎝
）
を
１

本
ず
つ
斜
面
上
方
の
森
林
作
業
道
に
向
け
て
伐
倒
し
、
同
僚
Ａ
は
森
林
作
業
道 

か
ら
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
て
ス
ギ
Ａ
か
ら
順
に
伐
倒
材
の
先
端
部
を
ト
ン
グ
で
掴

み
森
林
作
業
道
上
（
集
材
場
所
）
に
引
き
上
げ
約
80
ｍ
先
の
集
積
場
ま
で
自
走

で
運
搬
し
、
同
僚
Ｂ
が
プ
ロ
セ
ッ
サ
で
造
材
、
巻
立
て
を
行
っ
て
い
た
。 

同
僚
Ａ
は
14
時
20
分
頃
、
被
災
者
が
３
本
目
の
ス
ギ
Ｃ
を
伐
倒
し
た
後
に

退
避
場
所
か
ら
無
線
機
に
よ
り
退
避
完
了
の
合
図
が
あ
っ
た
の
で
、
１
本
目
、

２
本
目
と
同
様
に
グ
ラ
ッ
プ
ル
で
ス
ギ
Ｃ
を
集
材
し
、
自
走
に
よ
り
集
積
場
に

材
を
下
ろ
し
て
再
度
、
集
材
場
所
ま
で
引
き
返
し
た
。
そ
の
際
、
次
の
作
業
箇

所
に
移
動
す
る
た
め
に
森
林
作
業
道
に
上
が
っ
て
い
る
は
ず
の
被
災
者
が
見

当
た
ら
な
い
の
を
不
審
に
思
い
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
の
中
か
ら
被
災
者
に
向
け
て
声

を
か
け
た
が
返
事
が
聞
こ
え
な
い
の
で
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
の
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、

森
林
作
業
道
に
降
り
て
作
業
箇
所
の
周
辺
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
森
林
作
業
道
よ

り
約
15
ｍ
下
の
広
葉
樹
（
胸
高
直
径
10
㎝
）
の
根
元
に
う
つ
伏
せ
に
倒
れ
て

い
る
被
災
者
を
発
見
し
た
。 

同
僚
Ａ
は
被
災
者
の
も
と
に
駆
け
付
け
、
声
を
掛
け
た
が
返
事
も
な
く
意
識

も
な
か
っ
た
の
で
被
災
者
の
救
護
に
あ
た
っ
た
。
救
急
車
と
合
流
後
、
そ
の
場

で
救
急
隊
員
よ
り
心
肺
停
止
の
確
認
が
さ
れ
、
応
急
処
置
を
行
い
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
。
病
院
に
到
着
後
、
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
（
死
因
：
心
臓
損
傷
、
右
肺

下
葉
挫
傷
、
左
右
肋
骨
多
発
骨
折
）
。 

な
お
、
11
月
及
び
12
月
に
労
働
基
準
監
督
署
に
よ
る
現
場
検
証
が
複
数
回

行
わ
れ
た
が
、
令
和
６
年
２
月
に
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
事
業
体
に
対
し
て
災

害
原
因
は
特
定
で
き
な
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。 

被
災
者
は
、
何
ら
か
の
原
因
で
、
胸
部
を
強
く
打
ち
受
災
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。 

９ 
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令
和
６
年
４
月
２
日
（
火
）
、
林
土
連
技
術
・
安
全
委
員
会
（
委
員
長
：
木

下
修
長
野
協
会
会
長
）
を
リ
モ
ー
ト
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。 

施
工
技
術
の
向
上
と
労
働
災
害
の
防
止
等
を
図
る
た
め
に
理
事
会
の
下
に
設

置
さ
れ
た
林
土
連
技
術
・
安
全
委
員
会
は
、
毎
年
、
「
技
術
・
安
全
対
策
実
施

方
針
」
の
決
定
と
技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
及
び
労
働
災
害
防
止
研
修
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

会
議
で
は
、
冒
頭
、
木
下
委
員
長
か
ら
「
本
日
の
会
議
は
、
施
工
技
術
の
向

上
と
労
働
災
害
の
防
止
等
に
関
す
る
企
画
立
案
が
目
的
で
あ
り
、
今
年
度
の
林

土
連
の
技
術
・
安
全
対
策
の
実
施
事
項
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。
各
委
員
・
幹

事
に
は
積
極
的
な
発
言
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
の
開
催
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。 続

い
て
木
下
委
員
長
が
議
長
と
な
っ
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
令
和
６
年
度
事

業
計
画
に
基
づ
く
「
令
和
６
年
度
技
術
・
安
全
対
策
実
施
方
針
」
が
事
務
局
か

ら
提
案
さ
れ
、
質
疑
応
答
を
経
て
一
部
を
修
正
の
上
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
回
決
定
し
た
実
施
方
針
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
理
事
会
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
林
土
連
で
は
こ
れ
に
基
づ
き
各
般
の
技
術
的
課
題
に
取
り
組
み
、
労
働

安
全
対
策
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

   

    

４
月
22
日
（
月
）
、
永
田
町
ビ
ル
に
お
い
て
令
和
６
年
度
設
計
積
算
基
準
等

の
改
正
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
勉
強
会
に
は
、
林
野
庁
計
画
課
か
ら
施
工
企
画
調
整
室
の
有
山
隆
史
室

長
、
金
子
守
男
設
計
基
準
班
担
当
課
長
補
佐
、
小
嶋
公
輝
施
工
技
術
班
担
当
課

長
補
佐
、
水
村
年
一
設
計
基
準
係
長
が
、
業
務
課
か
ら
山
内
三
津
雄
企
画
官
、

佐
井
正
幸
災
害
対
策
分
析
官
、
加
藤
正
治
森
林
土
木
専
門
官
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
関
係
団
体
か
ら
は
一
般
社
団
法
人
森
林
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
を
は

じ
め
、
当
協
会
を
含
め
て
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

勉
強
会
は
、
冒
頭
に
有
山
室
長
よ
り
「
自
然
災
害
の
発
生
へ
の
迅
速
な
対
応

に
謝
意
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
建
設
業
の
労
働
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
林
野
庁
と
し
て
も
選
ば
れ
る
森
林
土
木
の
推
進
を
更
に
進
め
、
発
注
環
境

の
改
善
に
努
め
て
参
り
た
い
」
旨
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
林
野
庁
か
ら
の
説

明
に
移
り
ま
し
た
。 

 

林
野
庁
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、 

 

・
令
和
５
年
度
林
道
技
術
基
準
の
改
正
に
つ
い
て 

 

・
令
和
６
年
度
森
林
整
備
保
全
事
業
積
算
基
準
等
の
主
な
改
正
内
容 

 
・
「
選
ば
れ
る
森
林
土
木
に
向
け
て
」
令
和
６
年
度
森
林
土
木
工
事
の
積
算

等
の
改
善 

に
つ
い
て
、
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
関
係
団
体
の
出
席
者
を
交
え
て

質
疑
応
答
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

設
計
積
算
基
準
等
の 

改
正
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催 

林
土
連
技
術
・
安
全
委
員
会
を
開
催 
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関
係
団
体
に
は
関
心
の
高
い
内
容
だ
け
あ
っ
て
、
出
席
者
か
ら
は
活
発
な
意

見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
ご
多
忙
な
中
、
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ご
説
明
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
林
野

庁
の
皆
さ
ま
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

                    

     

林
土
連
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
令
和
５
年
度

に
各
協
会
が
実
施
し
た
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
他
の
模
範
と
な
る
優
秀
な
取

組
を
選
定
し
表
彰
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

あ
ら
か
じ
め
事
務
局
で
選
定
し
た
５
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
５
名
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
に
優
秀
と
思
わ
れ
る
３
つ
の
取
り
組
み
を
選
定
い
た
だ

い
た
結
果
、
次
の
３
つ
の
取
り
組
み
を
表
彰
の
対
象
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。 

 

１ 

国
見
山
自
然
観
察
教
育
林
施
設
の
補
修
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施 

（
帯
広
協
会
） 

 
 

帯
広
協
会
で
は
、
芽
室
町
、
音
更
町
に
ま
た
が
り
開
拓
史
上
も
由
緒
の
あ
る

国
見
山
自
然
観
察
教
育
林
に
お
い
て
、
地
元
芽
室
町
を
は
じ
め
と
す
る
参
加
者

と
と
も
に
、
教
育
林
内
の
遊
歩
道
の
木
製
階
段
の
ス
テ
ッ
プ
に
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ 

        

社
会
貢
献
活
動
で
３
協
会
を
表
彰 

ウッドチップの敷設作業 

駐車場の木柵交換作業 

11 
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を
敷
き
均
す
な
ど
の
整
備
の
ほ
か
、
駐
車
場
周
辺
の
腐
食
し
た
木
柵
の
修
理
を

実
施
し
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
活
動
の
模
様
は
地
元
業
界
紙
で
も
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
取
り

組
み
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

 

２ 

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
秋
田
協
会
） 

秋
田
協
会
で
は
、
国
有
林
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
に
基
づ
く
森
林
管
理
署

か
ら
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
要
請
に
よ
り
、
会
員
企
業
の
登
録
者
が
国
有

林
野
や
治
山･

林
道
施
設
等
の
被
害
状
況
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

梅
雨
前
線
に
よ
る
秋
田
県
内
の
記
録
的
な
大
雨
に
伴
う
土
砂
流
出
や
山
腹
崩

壊
、
治
山･

林
道
施
設
へ
の
被
害
状
況
を
迅
速
に
調
査
し
、
地
域
の
安
全･

安
心

に
繋
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
だ
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

            

３ 

大
台
ヶ
原
・
大
杉
谷
国
有
林
で
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

（
大
阪
協
会
） 

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
、
大
阪
協
会
で
は
、

三
重
森
林
管
理
署
と
環
境
省
近
畿
地
方
環
境
事
務
所
が
連
携
し
て
シ
カ
を
捕
獲

す
る
な
ど
の
個
体
数
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
る
吉
野
熊
野
国
立
公
園
内
の
大
台

ヶ
原
と
大
杉
谷
地
域
に
お
い
て
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
一
般
募
集
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
植
生
保
護
柵
の
設
置
や
樹
木
へ
の
ネ
ッ
ト
巻
き
な
ど
の
森

林
再
生
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
森
林
の
シ
カ
被
害
へ
の
課
題
に
対
応
し
た
当

該
取
り
組
み
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

               
 

林道崩落箇所の調査 

植生保護策の設置作業（上下） 

林道洗掘箇所の調査 
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イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
さ
お
で
っ
て
け
で 

 

株
式
会
社 

山 

下 

組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

工
事
部
次
長 

 

藤
井 

毅 

（
青
森
林
業
土
木
協
会
） 

 

は
じ
め
に
、
令
和
六
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
、
犠
牲
に

な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
し
た
皆
様
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

弊
社
は
、
昭
和
30
年
に
設
立
し
た
企
業
で

す
。
本
社
を
置
く
花
巻
市
は
、
岩
手
県
の
中

央
部
に
位
置
し
、
奥
羽
山
脈
と
北
上
高
地
に

挟
ま
れ
た
盆
地
に
あ
り
ま
す
。
石
川
啄
木
が

「
ふ
る
さ
と
の
山
」
と
詠
っ
た
岩
手
山
を
北

に
望
み
、
東
に
は
高
山
植
物
で
有
名
な
早
池

峰
山
を
仰
ぎ
見
る
自
然
豊
か
な
所
で
す
。 

花
巻
は
、
宮
沢
賢
治
生
誕
の
地
で
あ
り
、

「
わ
ん
こ
そ
ば
」
発
祥
の
地
（
諸
説
あ
り
）

で
も
あ
り
ま
す
。 

最
近
で
は
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
菊
池
雄

星
選
手
、
大
谷
翔
平
選
手
の
母
校
で
あ
る
花

巻
東
高
等
学
校
や
、
プ
ロ
野
球
選
手
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
富
士
大
学
の
あ
る

市
と
言
っ
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

さ
て
、
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
「
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
」
と
は
、
宮
沢
賢
治
に
よ
る
造
語
で
、
賢
治
の
心
象
世
界
に
あ
る
「
理
想

郷
」
を
表
す
言
葉
で
す
。
岩
手
の
風
土
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
語
源
は
定
か
で
は
な
い
よ
う
で
す
。 

宮
澤
賢
治
の
作
品
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
言
葉
で
す
が
、
岩
手
県
内
の
み
な

ら
ず
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
や
芸
術
作
品
の
タ
イ
ト
ル
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

使
わ
れ
て
お
り
、
岩
手
の
イ
メ
ー
ジ
を
代
表
す
る
言
葉
の
一
つ
で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
作
品
に
登
場
す
る
、
鞍
掛
山
、
七
つ
森
、
狼
森
、
釜
渕
の
滝
、
イ
ギ

リ
ス
海
岸
、
五
輪
峠
、
種
山
ヶ
原
の
七
か
所
が
、
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
風
景
地
」

と
し
て
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
代
文
学
に
係
る
景
色
が
名
勝
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
文
化
庁 

文
化
遺
産
オ
ン

ラ
イ
ン
参
照
） 

          

早池峰山 

釜渕の滝 

イギリス海岸 

「 

会 

員 

か 

ら 

の 

声 

」 
13 
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ま
た
、
岩
手
県
に
は
多
種
多
様
な
郷
土
芸
能
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
巻

地
方
で
は
、
鹿
踊(

し
し
お
ど
り)

や
早
池
峰
神
楽
が
有
名
で
す
。 

鹿
踊
は
岩
手
、
宮
城
の
他
に
も
多
数
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
岩
手
県
内
で
は
百

以
上
の
鹿
踊
が
あ
る
と
も
云
わ
れ

て
い
ま
す
。
花
巻
周
辺
の
鹿
踊
は

「
太
鼓
踊
り
系
」
と
呼
ば
れ
、
踊

り
手
が
自
ら
歌
を
う
た
い
、
腹
に

下
げ
た
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が

ら
、
勇
壮
に
と
き
に
は
繊
細
に
踊

り
ま
す
。
９
月
中
旬
に
開
催
さ
れ

る
花
巻
ま
つ
り
に
は
、
岩
手
県
内

か
ら
約
30
団
体
が
集
ま
り
そ
れ
ぞ

れ
の
鹿
踊
を
演
舞
し
ま
す
。 

一
方
、
早
池
峰
神
楽
は
花
巻
市

大
迫
町
に
伝
承
さ
れ
る
、
大
償(

お
お

つ
ぐ
な
い)

神
楽
と
岳(

た
け)

神
楽
の
総
称
で
す
。
早
池
峰
山
を
信
仰
し
た
山
伏

に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
の
が
起
源
と
さ
れ
、
室
町
時
代
に
は
伝
授
の
記
録
が
あ

り
、
非
常
に
古
い
神
楽
で
す
。
こ
の
神
楽
は
、
大
変
希
少
な
民
俗
芸
能
で
あ

る
と
評
価
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
の
「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
的
な
一
覧

表
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
花
巻
は
温
泉
も
有
名
で
す
。
市
内
の
西
部
を
流
れ
る
豊
沢
川
沿
い
と

台
川
沿
い
を
中
心
に
、
12
の
温
泉
が
点
在
し
て
お
り
、
一
軒
宿
か
ら
大
型
ホ
テ

ル
ま
で
様
々
で
、
長
期
の
湯
治
向
け
に
自
炊
で
き
る
レ
ト
ロ
な
旅
館
も
あ
り
ま

す
。
華
や
か
な
温
泉
街
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山
あ
い
の
静
か
な
温
泉
で
過
ご

す
ひ
と
時
も
格
別
で
す
。 

    

   

弊
社
は
創
業
時
よ
り
国
有
林
に
携
わ
り
、
岩
手
県
南
部
を
中
心
に
多
く
の
林

道
工
事
・
治
山
工
事
を
施
工
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
平
成
二
十
年
六
月
岩

手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
り
山
腹
崩
壊
・
地
す
べ
り
・
土
石
流
が
発
生
し
祭
畤

（
ま
つ
る
べ
）
大
橋
の
落
橋
や
磐
井
川
の
大
規
模
な
閉
塞
等
大
変
な
山
地
災
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し
て
愛
す
べ
き
故
郷
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
力
を
尽
く
す

つ
も
り
で
す
。 

  

『
は
な
ま
ぎ
だ
ば
、
こ
っ
た
な
ど
だ
ど
も
、
お
で
っ
て
け
で
。
』 

（
花
巻
は
、
こ
の
よ
う
な
所
で
す
が
、
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
） 

  
 

鹿踊の演舞 花巻まつりにて 

早池峰神楽の舞（上）、（下） 
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４ 
月 

１
日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

４ 

月 

２
日
（
火
） 

令
和
６
年
度
第
１
回
技
術
・
安
全
委
員
会 

（
永
田
町
ビ
ル 

リ
モ
ー
ト
） 

４ 

月
22
日
（
月
） 

設
計
積
算
基
準
等
改
正
に
関
す
る
勉
強
会 

（
永
田
町
ビ
ル
） 

   

７ 

月

10
日
（
水
） 

 

三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

７ 

月

11
日
（
木
） 

 

第
４
回
理
事
会
（
海
運
ク
ラ
ブ 

リ
モ
ー
ト
併
用
） 

臨
時
総
会
（
海
運
ク
ラ
ブ 
リ
モ
ー
ト
併
用
） 

９ 

月 

５
日
（
木
） 

第
５
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

９ 

月 

６
日
（
金
） 

事
務
局
長
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

10
月
22
日
（
火
） 

林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
（
大
阪
協
会
管
内
） 

 

～

 

23
日
（
水
） 
 

11
月
18
日
（
月
） 

技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

11
月
19
日
（
火
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

労
働
災
害
防
止
研
修
会
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

11
月
20
日
（
水
） 

２
０
２
４
治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

12
月 

５
日
（
木
） 

第
６
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 

  

◎ 

４
月
１
日
付
け
で
林
野
庁
及
び
森
林
管
理
局
・
署
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま

し
た
。 

 
 

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
掲
載
は
林
業
土
木
関
係
者
の
み
、
敬
称
略
） 

 

４
月
１
日
付
け 

（
林
野
庁
関
係
） 

 

計
画
課 

施
工
企
画
調
整
室
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

有
山 

隆
史 

 

計
画
課 

課
長
補
佐
（
施
工
技
術
班
担
当
） 

 
 

 
 

小
嶋 

公
輝 

 

計
画
課 

入
札
契
約
技
術
企
画
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

東 
 

正
明 

 

計
画
課 

国
土
強
靱
化
推
進
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
田
切
英
市 

整
備
課 

課
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

土
居 

隆
行 

整
備
課 

課
長
補
佐
（
総
括
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
口 

博
央 

 

整
備
課 

課
長
補
佐
（
災
害
対
策
班
担
当
） 

 
 

 
 

酒
井 

俊
英 

 

治
山
課 

課
長
補
佐
（
総
括
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
井 

康
彦 

 

治
山
課 

山
地
災
害
対
策
室
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

德
留 

善
幸 

 

治
山
課 

課
長
補
佐
（
施
設
計
画
班
担
当
） 

 
 

 
 

中
島 

浩
徳 

 
治
山
課 

課
長
補
佐
（
施
設
実
行
班
担
当
） 

 
 

 
 

浜
浦 

武
昭 

 

治
山
課 

課
長
補
佐
（
盛
土
対
策
指
導
） 

 
 

 
 

 

小
川 

農
人 

 

治
山
課 
課
長
補
佐
（
災
害
対
策
班
担
当
） 

 
 

 
 

大
澤 

学 

経
営
企
画
課 
課
長
補
佐
（
総
括
） 

 
 

 
 

 
 

 

永
井 

壯
茂 

●

 

● 

協 

会 

の 

主 

な 

動 

き 

●

 

● 

●

 

● 

今 

後 

の 
予 

定 

●

 

● 

●

 

● 

林 

野 

庁 

人 

事 

●

 

● 
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業
務
課 

課
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宇
山 

雄
一 

 

業
務
課 

課
長
補
佐
（
総
務
班
担
当
） 

 
 

 
 

 
 

竹
本 

央
記 

 
業
務
課 

課
長
補
佐
（
治
山
班
担
当
） 

 
 

 
 

 
 

野
澤 

智
明 

 

業
務
課 

課
長
補
佐
（
災
害
対
策
班
担
当
） 

 
 

 
 

藤
原 

司 

 

業
務
課 
災
害
対
策
分
析
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
井 

正
幸 

業
務
課 
総
務
班
庶
務
係
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

片
井 

直
樹 

 

業
務
課 

治
山
班
直
轄
治
山
係
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

北 
 
 

重
太 

 

（
森
林
管
理
局
関
係
） 

北
海
道
森
林
管
理
局 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 
 

岩
井 

広
樹 

 
 

東
北
森
林
管
理
局 

次
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

唐
澤 

智 

 
 

東
北
森
林
管
理
局 

森
林
整
備
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

牛
尾 

光 

 
 

東
北
森
林
管
理
局 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

田
中 

誠 

 
 

関
東
森
林
管
理
局 

次
長
（
東
京
事
務
所
長
） 

 
 

 

畑 
 
 

茂
樹 

 
 

関
東
森
林
管
理
局 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
水
野 

明 

 
 

関
東
森
林
管
理
局 

森
林
整
備
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
増
田 

義
昭 

中
部
森
林
管
理
局 

局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

森
谷 
克
彦 

 
 

中
部
森
林
管
理
局 

次
長
（
名
古
屋
事
務
所
長
） 

 
 

井
口 

真
輝 

 
 

中
部
森
林
管
理
局 

森
林
整
備
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

村
上 

卓
也 

近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

次
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川
浪 

 

亜
紀
子 

四
国
森
林
管
理
局 

業
務
管
理
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

増
田 

健
太 

 
 

四
国
森
林
管
理
局 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

神
崎 

弘
治 

 
 

九
州
森
林
管
理
局 

森
林
整
備
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

松
木 

聡 

 

  

林
土
連
事
務
所
は
、
来
る
６
月
17
日
（
月
）
よ
り
左
記
住
所
に
移
転
し
業
務

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
電
話
番
号
及
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

新
住
所 

〒
一
〇
〇-

〇
〇
一
四 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二-

一
四-

二 

山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
三
階
（
電
話
〇
三-

三
五
八
一-

七
七
〇
四
） 

   
 

令
和
６
年
度
の
「
全
国
安
全
週
間
」
が
７
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
作
業
中
に

潜
む
危
険
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
見
え
て
い
る
危
険
だ
け
で
な
く
、
見
え
な
い
危

険
も
洗
い
出
せ
る
よ
う
危
険
に
気
づ
く
目
を
持
ち
、
早
期
に
危
険
の
芽
を
摘
み

取
り
小
さ
な
事
故
が
大
事
に
つ
な
が
る
こ
と
を
防
ぎ
、
労
働
者
一
人
一
人
が
安

全
に
働
け
る
職
場
環
境
を
築
く
た
め
に
労
使
一
丸
と
な
っ
て
職
場
の
安
全
を
み

ん
な
で
築
こ
う
と
い
う
趣
旨
が
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

会
員
企
業
に
お
か
れ
て
は
、
創
意
工
夫
し
様
々
な
取
り
組
み
を
実
践
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
労
働
安
全
の
確
保
、
と
り
わ
け
重
大
災

害
の
絶
滅
に
向
け
て
尽
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

一
般
社
団
法
人 

日
本
林
業
土
木
協
会 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二―

四―

三 

永
田
町
ビ
ル
六
階 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
〇
三―

三
五
八
一―

七
七
〇
四 

h
t
t
p
:
/
/
r
i
n
d
o
r
e
n
.
o
r
.
j
p
 

発
行
者 

 

堂 

本 
 

整 

●

 

● 

編 

集 

後 

記 

●

 

● 

16 

●

 

● 

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ 

●

 

● 


